
結節性硬化症モデル動物（TSC2+/-）において、樹状突起スパイン形成に関与する標的タンパク
synteninを見出した。いくつかのモデル動物に対して、Lonafarnib又はTipifarnib投与によって、
スパイン形成の回復、文脈記憶の改善、社会行動異常の改善を確認した。
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TSC遺伝子は正常
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正常発達 精神遅滞・てんかん・自閉症
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研 究 概 要

ス パ イ ン 形 成 障 害 の メ カ ニ ズ ム

実 験 結 果
文脈依存的恐怖弁別試験

スパイン形成の回復

スリーチャンバーテスト（動物の社会行動試験）


